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《
第
７
回
歴
史
散
歩
》
新
緑
の
筑
紫
路
を
歩
く 

 

『
水
城
跡
～
大
宰
府
政
庁
跡
ま
で
』 

恒
例
と
な
り
ま
し
た
歴
史
散
歩
も
７
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
福
岡
市
か
ら

少
し
足
を
延
ば
し
て
九
州
博
多
の
歴
史
の
ル
ー
ツ
と
も
言
え
る
大
宰
府
を
訪
ね
ま

す
。
大
宰
府
史
跡
め
ぐ
り
の
原
点
と
な
る
水
城
跡
～
政
庁
跡
は
、
古
代
の
旅
人
の
多

く
が
、
憶
良
が
そ
し
て
道
真
公
が
歩
い
た
道
を
辿
り
な
が
ら
古
代
の
大
宰
府
の
魅
力

と
ロ
マ
ン
を
「
歩
か
ん
ね
大
宰
府
」
の
案
内
人
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
廻
り
ま
す
。 

日 
 

時 

５
月
28
日
（
土
）
９
時
半
～
12
時
ま
で 

西
鉄
天
神
駅 

８
時
55
分
発
（
筑
紫
行
） 

 
 
 
 
 
 
 

９
時
09
分
発
（
花
畑
行
で
大
橋
乗
換
） 

集
合
場
所 

西
鉄
都
府
楼
駅
前
（
9
時
30
分
集
合
） 

コ 

ー 

ス 

関
屋
道
標
→
宝
満
隠
し
→
水
城
跡
→
衣
掛
神
社
→
戸
籍
木
簡 

出
土
地
→
筑
前
国
分
寺
跡
→
文
化
ふ
れ
あ
い
館
→
御
笠
団
印 

出
土
地
→
蔵
司
跡
→
大
宰
府
政
庁
跡 

 

＊
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
３
時
間
程
の
散
策
で
す
。 

締 
 

切 

５
月
25
日
（
水
） 

参 

加 
費 

５
０
０
円
（
案
内
規
定
に
よ
る
） 

＊
申
込
先 

市
職
労
書
記
局 

電
話
７
１
１ 

４
９
４
０ 

 

＊
終
了
後
に
昼
食
交
流
（
２
０
０
０
円
程
度
）
も
予
定
し
ま
す
。 

熊本県南阿蘇の久木野にある『一心行の大桜』です。4 月 3 日に満開となり春休み最後

を楽しむため朝早くから大勢の家族連れで賑わっていました。この桜の木は樹齢 430 年

と言われていますが、戦国時代に武将の霊を慰めるために“墓守りの桜”として植えら

れたと言われています。 

２
０
１
６
年
憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い 

憲
法
９
条
は
世
界
の
宝 

俳
優 

宝
田 

明
さ
ん 

が
語
り
歌
う 

 
 

 

日 

時 
 

５
月
３
日
（
火
）
13
時
～
16
時 

 
 

 

会 

場 
 

福
岡
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

 
 

 

参
加
費 

 

１
，
０
０
０
円 



【
第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
】 

 
12
名
の
参
加
で
楽
し
く
競
技
ᷝ
夜
は
カ
ラ

オ
ケ
の
ど
自
慢
ᷝ
翌
日
は
吉
井
の
雛
祭
り

も
楽
し
み
ま
し
た 

  

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
３
月
２
日
～
３
日
（
水
・

木
）
に
か
け
て
吉
井
温
泉
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
築
水
荘
」

に
宿
泊
し
て
第
２
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。 

当
日
は
温
か
な
日
差
し
に
も
恵
ま
れ
て
、
午
後
２
時

か
過
ぎ
か
ら
ホ
テ
ル
横
の
グ
ラ
ン
ド
で
２
時
間
半
、
二

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
日

頃

か

ら

地

域

の

サ

ー

ク

ル

で

さ

れ

て

い

る

方
は
、
流
石

に

上

手

い

も
の
で
「
ホ

ー

ル

イ

ン

ワ
ン
」
を
何

度

か

達

成

さ

れ

て

い

ま
し
た
。
初

心

者

の

方

は
、
始
め
は

ボ
ー
ル
を
打

つ
強
さ
や
コ

ー
ス
が
分
か

ら
ず
苦
戦
さ

れ
て
い
ま
し

た
が
、
３
ホ
ー

ル
を
過
ぎ
る

と
少
し
ず
つ

慣
れ
、
ハ
イ
ス

コ
ア
―
を
出

す
人
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
に
も

だ
ん
だ
ん
熱

が
入
っ
て
予
定
し
た
時
間
も
大
幅
に
超
え
て
５
時
過

ぎ
ま
で
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し
た
。 

マ
イ
ク
が
途
切
れ
ず
３
時
間
交
流 

そ
の
後
、
温
泉
に
入
っ
て
汗
を
流
し
６
時
過
ぎ
か
ら

夕
食
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
酒
も
入
る
と
気
分
が
盛
り

上
が
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
な
っ
て
、
夜
の
９
時
過
ぎ
ま

で
マ
イ
ク
が
途
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

翌
３
日
も
よ
く
晴
れ
て
早
朝
6
時
半
か
ら
近
く
の

水
天
宮
ま
で
河
原
を
散
歩
し
ま
し
た
が
、
朝
の
空
気
が

身
体
を
刺
す
よ
う
に
冷
た
く
感
じ
ま
し
た
。
朝
食
を
済

ま
せ
て
か
ら
ホ
テ
ル
の
好
意
で
雛
祭
り
会
場
ま
で
送

迎
し
て
い
た
だ
き
、
吉
井
の
歴
史
あ
る
街
並
み
と
雛
人

形
飾
り
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。 

 

 

〈
大
宰
府
歴
史
散
歩
の
コ
ー
ス
〉 

＊
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て 

い
ま
す
。 


